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議会報告会 《東峰見聞録》 P2

ここが聞きたい！ 《一般質問》 P4

12月定例会トピックス P9

ココに注目！

表紙／ 平成28年 東峰村成人式

福岡県東峰村議会だより



東
峰

見
聞
録

議
会
か
ら

ライスセンター
・運営母体は決まったのか。
・稼働はいつからか。

平成２８年９月稼働予定。運営母
体はライスセンター建設委員会
にて平成２８年５月に農業法人設
立の方向で協議をしてる。

議
会
か
ら

農業振興基金
・現在の状況は。

産業建設常任委員会で国、県
の補助金を活用した事業を担
当課に再度調査をさせている。

議
会
か
ら

公共用地活用（小学校、小石原庁舎）
・小石原庁舎の活用をもっと考えてはどうか。
・旧宝珠山小学校の活用は検討されているのか。

小石原庁舎の活用はこれからの検討課題
である。
旧宝珠山小学校は企業から提案があり、説
明を受けているが、まだ進展していない。

国県道の改良は
・国、県に陳情を行っているのか。
・観光客の回遊のために歩道設置を
　推進できないか（国道２１１号）

村の期成会の活動強化を進め、
議会としても陳情活動を行っ
ていきたい。

議
会
か
ら

議
会
か
ら

地域おこし協力隊
・どんな活動をしているのか。
・３年後はどうなるのか。

議会だよりでも広報したがまだPR不足
なので、活動を知ってもらえるように
周知を促していきたい。定住してもら
えるように促していきたい。

定住促進
・企業の社宅を村に作ってはどうか。
・村外に住んでいる職員が多いのは
　問題では。

人口減少は村の課題であり、
将来世代への負担も考え、今
後も議論が必要と考える。

議
会
か
ら

議
会
か
ら

議
会
か
ら

ふるさと納税
・もう少し魅力的な返礼品を増や
　せないのか。
・PRの努力をしているのか。

担当課にPRも含めて、返礼
品の種類や内容の改善を行う
ように要請している。

東峰テレビ
・画質、内容が悪い。カタカナ文字が多い。
・追走番組はいらない。何のための村のテレビか。
・運営体制は（事業費、人数）。

担当課を通して要望を行い、よりよい
運営がなされるよう注視していく。

議
会
か
ら

議会報告会
　11月16日～11月20日の期間で各地区の公民館等で議会報告会を各開催しました。各会場での
質疑、意見の一部を紹介いたします。
　いただいたご意見を参考に、政策立案等に役立てていきたいと考えております。東峰村のこれから

開かれた議会



ここが聞きたい！

ふ
る
さ
と
村
の
菓
子
委
託
生
産
の
損
失
は

村
長
　
約
２
千
万
円
弱
が
あ
る

議
員　
ふ
る
さ
と
村
の
菓
子
委
託
生

産
と
は
、ど
の
よ
う
な
事
業
だ
っ
た
か
。

村
長　
マ
フ
ィ
ン
を
委
託
生
産
し
納

入
す
る
事
業
。
月
々
約
７
万
円
し
か

利
益
は
な
い
が
、
補
助
事
業
に
よ
り

２
人
の
雇
用
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り

取
り
組
ん
だ
。
２６
年
７
月
か
ら
２７
年

１
月
ま
で
納
入
し
て
い
た
。

議
員　
こ
の
事
業
に
お
い
て
損
失
が

出
て
い
る
が
、そ
の
経
緯
と
金
額
は
。

村
長　
２７
年
３
月
２３
日
の
取
締
役
会

で
発
覚
し
た
。
委
託
元
が
大
阪
の
梅

田
店
進
出
に
よ
り
経
営
難
と
な
っ
た
。

委
託
元
に
出
資
し
た
約
２
千
万
円
弱

が
あ
る
。

議
員　

ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く

の
か
。

村
長　

弁
護
士
の
助
言
を
得
て
、
会

社
と
元
専
務
の
責
任
と
し
て
負
担
す

る
金
額
を
、仕
分
け
で
き
た
と
思
う
。

　

議
員　

代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
委

託
元
の
事
前
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た
の

か
。

村
長　
登
記
簿
の
謄
本
や
委
託
元
の

決
算
書
、
納
税
証
明
は
確
認
し
て
い

な
い
。

議
員　

会
社
と
し
て
の
損
失
の
責
任

は
。

村
長　
代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
、善

管
注
意
義
務
が
発
生
す
る
と
思
う
。私

個
人
的
に
は
責
任
を
取
り
た
い
。 

議
員　

小
石
原
公
民
館
の
図
書
室
が

小
石
原
庁
舎
の
玄
関
に
移
動
し
て
い
る

が
、そ
の
理
由
は
。

教
育
長　
社
会
教
育
指
導
員
を
一
人
配

置
し
て
い
る
が
、公
民
館
の
事
務
も
兼

ね
て
い
る
の
で
、不
在
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。現
在
の
場
所
は
、不
在
の
時
に

他
の
職
員
が
対
応
で
き
る
の
で
移
動
し

た
。

議
員　

道
の
駅
駐
車
場
の
拡
張
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、駐
在
所
を
移
転
す

れ
ば
、建
て
替
え
費
用
を
村
が
全
面
負

担
す
る
事
に
な
る
の
で
は
。

村
長　

駐
在
所
の
移
転（
新
築
）費
用

は
、全
額
村
の
負
担
に
な
る
が
、県
に
貸

し
出
す
形（
貸
家
）と
な
る
。

議
員　

小
石
原
庁
舎
の
駐
車
場
を
道

の
駅
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る

　

の
か
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
よ
う
に

案
内
し
て
い
る
の
か
。

村
長　
看
板
は
立
て
て
い
る
。

議
員　

駐
車
場
を
拡
張
し
て
も
来
客

が
増
え
る
保
証
は
な
い
。
特
産
品
の

充
実
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
が
急
が

れ
る
の
で
は
。

村
長　

小
石
原
焼
と
は
別
に
、
特
産

品
が
出
来
れ
ば
願
っ
て
も
な
い
こ
と

だ
が
、
な
か
な
か
難
し
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
沿
線
の
伐
採
と
景
観
整
備
の
進
捗
は

議
員　
Ｊ
Ｒ
沿
線
の
景
観
整
備
の
進

捗
状
況
は
。　

村
長　

立
木
の
伐
採
承
諾
は
一
部
を

除
い
て
得
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
の

工
事
協
議
を
現
在
行
っ
て
い
る
。

議
員　

岩
屋
公
園
周
辺
の
整
備
状
況

は
。

村
長　

一
部
の
杉
等
の
伐
採
は
行
っ

た
が
、地
域
の
方
が
言
わ
れ
る
よ
う
な

整
備
は
、
ま
だ
一
歩
も
進
ん
で
い
な

い
状
態
。
地
域
の
方
々
と
協
議
し
、

整
備
計
画
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

活
性
化
住
宅
の
入
居
募
集
の

時
期
は
。
ま
た
、
村
内
出
身
者
を
優

先
的
に
入
居
で
き
る
考
え
は
。

村
長　

１
月
中
旬
よ
り
募
集
は
行
う

予
定
。
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
応
募
し
た
場

合
は
、
選
考
時
に
点
数
制
で
加
点
を

設
け
て
い
る
。

議
員　

村
内
の
浄
化
槽
の
設
置
状
況

は
。

村
長　

小
石
原
地
区
が
１
３
４
基
で

４６
％
、
宝
珠
山
地
区
は
２
２
７
基
で

５０
％
の
設
置
状
況
で
あ
る
。
更
な
る

普
及
に
努
め
た
い
。

議
員　

宝
珠
山
ふ
る
さ
と
村
の
累
積

赤
字
額
と
、
今
後
の
再
建
計
画
は
。

村
長　

１１
年
間
の
累
積
赤
字
は
約
４

４
０
０
万
円
。
今
後
は
社
団
法
人
化

を
視
野
に
検
討
中
。

小
石
原
公
民
館
図
書
室
の
移
転
理
由
は

教
育
長
　
担
当
者
が
業
務
等
で
不
在
に
な
る
た
め

長澤 貞義 議 員

村
長
　
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を
現
在
行
っ
て
い
る
　

一般質問
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１
．
高
橋　

弘
展　

議
員

　
　
ふ
る
さ
と
村
の
菓
子
委
託
生
産
の
損
失
は

 

２
．
梶
原　

光
春　

議
員

　
　
Ｊ
Ｒ
沿
線
の
伐
採
と
景
観
整
備
の
進
捗
は

 

３
．
長
澤　

貞
義　

議
員

　
　
小
石
原
公
民
館
図
書
室
の
移
転
理
由
は

 

４
．
伊

藤　

 
均  

 
議
員

　
　
指
定
管
理
制
度
の
概
要
は

 

５
．
佐
々
木　

紀
嘉　

議
員

　
　
ご
み
出
し
困
難
者
に
対
策
が
必
要
で
は

 

６
．
梶
原　

文
明　

議
員

　
　
国
県
道
の
危
険
箇
所
改
良
は

 

７
．
髙
倉　

寛
視　

議
員

　
　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
は

 

８
．
柳
瀬　

弘
光　

議
員

　
　
生
活
支
援
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
行
え
な
い
か

4556677

マフィンはコレ拡張の必要性は？

整備後に期待



国
県
道
の
危
険
箇
所
改
良
は

議
員　

国
道
２
１
１
号
線
の
宝
ケ
谷

か
ら
鶴
の
中
間
の
カ
ー
ブ
で
、道
路
と

歩
道
間
の
防
護
フ
ェ
ン
ス
の
延
長
は
出

来
な
い
か
。特
に
冬
場
の
事
故
が
多
い

の
で
対
策
は
。

村
長　
カ
ー
ブ
が
き
つ
い
の
で
、県
土

事
務
所
と
関
係
省
庁
へ
要
望
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

国
道
５
０
０
号
線
は
小
石
原

川
ダ
ム
の
工
事
の
た
め
大
型
車
両
の
通

行
が
増
え
て
い
る
。中
央
線
が
無
い
こ

と
と
立
木
の
枝
が
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、村

民
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。対
策

は
。

村
長　
国
道
２
１
１
号
線
、県
道
八
女

香
春
線
と
併
せ
て
要
望
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

議
員　

塔
の
元
の
信
号
機
に
葛
が
巻

き
付
き
、さ
ら
に
立
木
の
枝
に
よ
り
横

断
歩
道
の
信
号
も
見
に
く
い
。
ま
た
、

連
休
時
は
、
杷
木
イ
ン
タ
ー
へ
の
右

折
車
両
に
て
長
い
渋
滞
が
起
き
て
い

る
。
対
策
は
。

村
長　

こ
の
信
号
に
つ
い
て
は
、
右

折
レ
ー
ン
を
作
れ
な
い
か
、
視
距
改

良
の
面
か
ら
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

県
土
事
務
所
と
巡
回
車
両
の
対
応
も

折
衝
し
て
い
く
。

村
長　

期
成
会
で
国
・
県
に
要
望
し
て
い
る

議
員　

各
家
庭
で
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
夫
婦
や
、
子
供
が
親
を
、
親

が
子
供
を
介
護
し
て
い
る
方
は
た
い

へ
ん
気
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
行
政
と

し
て
こ
う
い
っ
た
方
々
を
ど
う
見
守

っ
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

在
宅
介
護
に
つ
い

て
は
２
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

１
．
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当（
要  

　
　

介
護
５
の
方
を
常
時
自
宅
で
介

　
　
護
し
て
い
る
人
に
月
額
１
万
円

　
　
支
給
）

２
．
在
宅
介
護
支
援
事
業
（
在
宅
要

　
　

援
護
の
高
齢
者
へ
の
紙
お
む
つ

　
　
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
）

議
員　

在
宅
介
護
事
業
を
村
民
へ
ど

れ
だ
け
知
ら
せ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

広
報
等
が
足
り
な

か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

議
員　

村
民
へ
の
職
員
の
対
応
の
悪

さ
を
指
摘
す
る
意
見
が
多
々
あ
る
。

あ
い
さ
つ
は
し
な
い
、
近
く
に
行
か

な
い
と
職
員
は
対
応
し
な
い
等
。
ど

の
よ
う
な
教
育
、
管
理
を
し
て
い
る

の
か
。

村
長　

人
の
た
め
に
な
る
、
世
の
中

の
た
め
に
な
る
、
そ
う
い
っ
た
行
動

を
し
て
ほ
し
い
。
管
理
職
に
は
厳
重

注
意
し
、
今
後
差
別
的
な
行
動
や
、

あ
い
さ
つ
も
で
き
な
い
な
ら
注
意
し

て
い
き
た
い
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
は

保
健
福
祉
課
長　

社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
対
応

指
定
管
理
制
度
の
概
要
は

企
画
政
策
課
長　

施
設
を
効
率
的
に
管
理
す
る
制
度

議
員　
指
定
管
理
制
度
の
目
的
は
。

企
画
政
策
課
長　

民
間
の
能
力
を
活

用
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
削

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

議
員　

現
在
の
指
定
管
理
施
設
と
指

定
管
理
団
体
数
は
。

企
画
政
策
課
長　

指
定
管
理
施
設
は

１２
施
設
で
、指
定
管
理
団
体
は
８
団
体
。

議
員　

施
設
で
の
指
定
管
理
者
の
指

定
手
続
き
は
公
募
と
な
っ
て
い
る
が
現

状
は
。

企
画
政
策
課
長　

公
募
に
な
ら
な
い

指
定
管
理
者（
指
定
管
理
条
例
６
条
）

を
含
め
て
全
施
設
非
公
募
で
す
。　

村
長　

全
施
設
非
公
簿
で
あ
れ
ば
競

争
原
理
が
働
か
な
い
の
で
、協
議
し
て

い
き
た
い
。

議
員　
指
定
管
理
契
約
に
お
け
る
指

定
管
理
料
算
出
基
準
は
。

村
長　

各
施
設
で
の
算
出
根
拠
は
わ

　

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、昨
年
度
収
入
と

支
出
の
一
覧
表
に
て
、
統
一
基
準
を
出

し
た
。

議
員　
必
要
経
費
算
出
の
中
で
、人
件

費
が
高
い
の
で
は
。

企
画
政
策
課
長　

施
設
の
現
状
を
見

な
が
ら
一
人
当
た
り
６
０
０
万
円
が
上

限
と
捉
え
算
出
し
た
。

議
員　

指
定
管
理
料
見
直
し
で
管
理

料
が
上
が
っ
て
い
る
が
、今
後
も
上
げ

る
の
か
。

村
長　
再
度
見
直
し
を
行
い
、来
年
度

の
予
算
計
上
を
実
施
す
る
。

ご
み
出
し
困
難
者
に
対
策
が
必
要
で
は

議
員　

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
が
困

難
な
方
が
い
る
。
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
身
障
者
へ
の
可
燃
ご
み
・
資
源

ご
み
回
収
対
策
が
必
要
と
思
う
が
村

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

村
長　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
村
単
独
の
生
活
管
理
事
業
と

介
護
保
険
の
家
事
支
援
事
業
で
、
１２

名
の
方
が
ご
み
出
し
の
支
援
を
受
け

て
い
る
。
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
方

も
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
調
査
を

し
て
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

制
度
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
ご
み
出
し
困
難
者
救
済
は
、行

政
対
応
で
解
消
さ
れ
る
。
ま
た
、歳

を
取
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
住
民

同
士
が
「
お
互
い
様
」
の
考
え
で
支

え
あ
う
地
域
づ
く
り
が
必
要
と
思
う

が
村
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

村
長　

健
康
で
安
心
・
安
全
で
暮
ら

せ
る
の
が
一
番
の
根
本
だ
と
思
っ
て

お
り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
、
村
づ
く
り
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

村
長　

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
検
討
す
る

指定管理料は適正かキケン！事故多発地点

住民サービス向上を ごみ出しも大変です



議
員　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
支
援
事
業
や
在
宅
介
護
支
援
の

充
実
が
重
要
で
あ
る
。
生
活
支
援
を

必
要
と
す
る
調
査
は
行
え
な
い
か
。

村
長　

高
齢
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
た
い
。

議
員　
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
で
在
宅
介
護
支
援
の

推
進
を
掲
げ
て
い
る
が
、
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
現
在
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

村
が
直
接
行
っ
て

い
る
事
業
は
在
宅
介
護
支
援
事
業
、

寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
の
２
つ

で
あ
る
。ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
に

７
つ
の
介
護
予
防
事
業
を
委
託
し
て

い
る
。

議
員　
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
厚
生

労
働
省
が
推
進
し
て
い
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長　

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
現
在
進
め
て
い
る
。

第
６
期
を
迎
え
て
い
る
高
齢
者
福
祉

計
画
及
び
介
護
保
健
事
業
計
画
の
策

定
、実
施
を
通
じ
て
今
後
、地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

生
活
支
援
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
行
え
な
い
か

村
長　

高
齢
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
た
い

○　○　○　○　○　○　○　○　○46
東峰村行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の制定について（マイナンバーに関する条例）

○　○　○　○　○　○　○　○　○48 東峰村税条例の一部を改正する条例の制定について

47 東峰村定住促進住宅条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成２７年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第３号）について49

○　○　○　○　○　○　○　○　○甘木・朝倉広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び甘
木・朝倉広域市町村圏事務組合規約の変更に伴う財産処分について

51

12月定例会議決結果一覧表 賛成：○　反対：●

○　○　○　○　○　○　○　○　○50 甘木・朝倉広域市町村圏事務組合の共同処理する事務の変更及び
甘木・朝倉広域市町村圏事務組合規約の変更について

○　○　○　○　○　○　○　○　○請願
3 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）に関する請願書

採 決 議 案

議
案
番
号

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

12月定例会トピックス
　平成27年度12月定例会は12月９日から15日までの会期で開催しました。

　条例の制定及び一部改正３件、27年度一般会計補正予算１件、その他１件、請願１件、

を慎重審議し、原案どおり可決しました。また、８人の議員が一般質問を行いました。

東
峰
村
定
住
促
進
住
宅
条
例
制
定

２８
年
１
月
よ
り

　
入
居
者
募
集

　

２６
年
９
月
定
例
会
で
一
般
会
計
補
正
予

算
に
計
上
さ
れ
た
住
宅
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
執
行
部
と
議
会
と
で
継
続
協
議
す

る
こ
と
で
議
決
。

　

昨
年
８
月
の
全
員
協
議
会
に
て
承
認
し
、

大
字
福
井
地
区
に
住
宅
建
設
中
で
あ
る
。

　

今
回
、
定
住
促
進
住
宅
条
例
を
制
定
し

た
こ
と
に
よ
り
若
者
の
移
住
・
定
住
の
推

進
、
学
童
・
児
童
数
の
増
加
な
ど
過
疎
地

域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
本
年
１
月

よ
り
募
集
が
始
ま
る
。

　

今
回
の
定
住
促
進
住
宅
で
は
、
入
居
者

の
選
定
に
お
い
て
選
考
基
準
が
適
用
さ
れ
、

基
準
内
容
に
応
じ
た
点
数
に
よ
り
、
選
考

し
決
定
す
る
。

　

ま
た
、
入
居
手
続
き
に
お
い
て
連
帯
保

証
人
は
廃
止
し
家
賃
債
務
保
証
業
者
と
家

賃
債
務
保
証
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

    

 

 

  

  

名 称 所在地 棟 １戸あたりの定員 

小松団地 東峰村大字福井１６８５番地の２

A 棟 ３名以上

B 棟 ３名以上

C 棟 ２名以下 

定住促進住宅(家族向け)定住促進住宅(単身者向け)

地域包括ケアシステムとは
高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、
可能な限り住み慣れた地域で生活を継続することができ
るような包括的な支援・サービス提供体制のこと。



教育・福祉環境充実のため
実施している施策

人口が少なくても村は躍動
４６４人の和歌山県北山村の秘訣

面積　　48.20㎢
森林面積　97％
世帯数　270世帯
人口　464人

（27年10月1日現在）

和歌山県

北山村

観光産業振興
軸のぶれない地域資源の活かし方
　村に１本だけ自生していた柑橘類の「じゃばら」を特

産品化。低迷期が続き、最後の挑戦で楽天市場へ出店。

「花粉症に効く」との感想に着目し、じゃばらのモニター

調査結果をインターネット上で公開したところ、売

上が飛躍的に伸びている。

　今後、東峰村役場も民間企業の感覚と発想で様々

な事業を展開していく必要があるのでは。

住民生活を支援する
村営コンビニが住民生活を支える

　個人商店の廃業等により、高齢者の買い物が困難となるため村営のコンビニ設置を行った。スー

パーマーケット方式では生鮮品等でロスが出やすく黒字化は難しいが、コンビニにすることで仕

入ロスが下がり黒字で運営している。また、観光客の利便性向上にも一役買っている。

　今後東峰村でもコンビニ設置を検討する必要があるのでは。

① 無料「村塾」の運営
村が村塾の運営を全額負担をして英会話、書道教室を開催。

② 保育料の無料化
平成２２年から少子化対策として保育料を無料にしている。

③ 国際化に対応した英語教育の充実と海外研修
　北山村は生徒数が少ない事をメリットだと考え、一人一人の生徒に寄り添い授業を行って

いる。特に国際化に対応した英語教育の充実と海外研修に力をいれており、中学３年生で

英検準２級を取得し（英検を受ける費用は村が全額負担）英語力が向上している。

　海外研修は費用を村が９０%以上負担し、ALTの協力や日本のYMCA(語学学校)のスタッ

フ・研修先のスタッフ・学校の協力で行っている

語学研修先：アイルランド、アメリカフロリダ州、シンガポール

教 育

脳ドック、１日人間ドックの助成
・個人負担　１日人間ドックは１０，０００円

・脳ドックは５，０００円～助成　限度額２０，０００円を除いた額

北山村では充実した福祉サービスを行っており安心した暮らしを目指している。

福 祉

和
歌
山
県
北
山
村

行
政
視
察
報
告

和
歌
山
県
北
山
村

　
１０
月
２７
日
〜
２９
日
に

か
け
て
和
歌
山
県
北
山

村
に
て
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　
紀
伊
半
島
の
中
央
部

に
位
置
し
日
本
で
唯
一

の「
飛
び
地
」の
村
で
隣

接
す
る
町
や
村
は
す
べ

て
三
重
県
、
奈
良
県
。

三重県

奈良県

じゃばら農園



　

新
年
を
迎
え
、
皆
様
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
は
、
見
や
す
く
、
解
り
や

す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

議
会
広
報
紙
を
め
ざ
し
、
広
報
委

員
一
同
、
一
層
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意
見
ご
感

想
等
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員

　
委
員
長
　 

 

高
橋
　
弘
展

副
委
員
長
　 

 

黒
川
　
隆
康

　
委
　
員
　 

 

長
澤
　
貞
義

　
　
　
　 

　 

伊
藤
　 

均

　
　
　 

　
　 

柳
瀬
　
弘
光

発
行
責
任
者

　
議
　
長
　 

 

大
蔵
　
久
徳

4
3
号

平
成
２
8
年
1
月
１
５
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
ＴＥＬ

 ０９４６（
７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

　

「
伝
え
る
広
報
か
ら
伝
わ
る
広
報

へ
」「
思
わ
ず
手
に
と
る
・
読
み
た
く
な

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
」「
優
良
議

会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
題
し
て
各
講

師
が
全
国
の
広
報
紙
の
事
例
を
踏
ま

え
な
が
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
議
会
広
報
紙
と
い
う
と
、

ど
う
し
て
も
住
民
の
方
の
目
線
で
は

内
容
が
難
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、

思
わ
ず
手
に
と
り
た
く
な
る
広
報
紙

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
多
く
の
住
民

の
方
に
思
わ
ず
手
に
と
っ
て
読
み
た

く
な
る
よ
う
広
報
委
員
会
で
企
画
を

　

練
り
、
文
字
・
写
真
・
図
を
用
い
関

心
が
高
ま
る
よ
う
に
企
画
を
作
る
事

が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
が
多
く

の
住
民
の
方
が
手
に
と
り
、
読
み
た
く

な
る
よ
う
な
議
会
広
報
紙
へ
向
け
、
内

容
の
充
実
と
表
現
方
法
の
工
夫
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

全
国
議
会
広
報
研
修
会

１０
月
２０
日
〜
２１
日

東
京
・
砂
防
会
館

ご意見やご感想をください !
東峰村議会では皆様からの

ご意見・ご感想を募集しています。

問合せ先　議会事務局

電話 ７２－２３１１　FAX ７２－２０３８

あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


